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論文内容の要旨
本論文は、老人一建築システムの最適化を図るため、その基礎的要素としての老人の諸特性を明確
化し、それらに適合する建築計画手法を考察したものであり、総論、本文 3 部11章、結語からなって
いる口
総論は、いわゆる序論であって、本研究の目的、方法、構成について記述している。
第 1 部では、老人の諸特性について、関連諸学の資料によって基礎的な検討をした上で、建築との
問題点を指摘し、対応手法を論じている。第 1 章で、老人の定義と老化現象一般を、第 2 章では生理
的側面として、身体寸法、各種生理器官系、動作能力、さらに寝たきり老人の問題を、第 3 章では心
理的側面として、知的能力、欲動、感情および性格などについて、第 4 章では社会的側面として、人
口、就業ならびに経済状態、地域社会ならびに家庭生活、さらに老人福祉の実態を論じている。各章
から明確化された老人の諸特性は生活の各面で、マイナス側に働き、建築計画上、多くの不適合問題を
発生していることを指摘し、それぞれに改善すべき具体的な手法を提案している。
第 2 部では、現実に老人がどのように適応して生活しているかを把握するために、人間生態学的手
法により、老人ホームで生活実態調査を行ない、その結果を分析して、新しい知見を得ている。第 1
章では、生態学的方法導入の可否について論じ、第 2 章では居室における行動調査から、第 3 章では
食堂における座席の選択行動調査から、適合性、類別性、提携性、先住効果、密度効果、集団効果、
時間的展開性などを検討し、老人特性として「なわばり」領域の形成、男女別や同室者別の類同性の著
しいことを実証している。
第 3 部では、老人の肉体的・精神的な適応能力の減退が不慮の事故を起しやすい点に注目して、対
応策を論じたものである。第 1 章では、老人ホームの火災事例の検討を、第 2 章では大阪府下のホー
ム火災発生状況を詳細に検討、避難施設の貧弱さを指摘し、第 3 章では日常生活時(転倒骨折が多い)
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を調査し、問題点を摘出し、対応手法について論じ、第 4 章は総括として、老人施設の安全計画の方
向を論じている。
結語は、本論文の総括であり、得られた新知見による結論と今後の研究方向について記述している。
論文の審査結果の要旨
本論文は建築計画に必要な老人の諸特性を明確化し、その最適設計の方策を論じたものである。
著者はまず、生理、心理、社会的側面から老人の諸特性を検討し、建築との不適合を論じ、つぎに
老人ホームの実態調査から、生活における「なわばり」領域形成と類向性の著しいことを実証し、さら
に精神的、肉体的能力の衰退が火災発生時のような極限状態はもちろん、日常生活時にも危険性を増
大させている事実を示し、安全計画手法を提案している。
以上の成果は、老人福祉の必要性と高齢化社会の到来を前にして最適設計のための多〈の新しい基
礎的知見を示したものであり、建築計画の進歩に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文
として価{直あるものと認Jめる。
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